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    訓     令 

和歌山県訓令第1号 

庁中一般  

各 か い  

和歌山県建設工事事務規程の一部を改正する訓令を次のように定める。 

令和7年2月21日 

                                和歌山県知事 岸 本 周 平  

和歌山県建設工事事務規程の一部を改正する訓令 

和歌山県建設工事事務規程（昭和49年和歌山県訓令第16号）の一部を次のように改正する。 

次の表の改正前欄に掲げる規定を同表の改正後欄に掲げる規定に下線で示すように改正する。 

 

県 章 

発行 和   歌   山   県 

和歌山市小松原通一丁目 1番地 

毎週火、金曜日発行 和歌山県報 

改 正 後 改 正 前

別記第 3 号様式（第 7 条関係） 別記第 3 号様式（第 7 条関係）

建設工事請負契約書 建設工事請負契約書
略 略

（契約の保証） （契約の保証）
第４条 略 第４条 略
２ 受注者は、前項の規定による保険証券の

寄託に代えて、電子情報処理組織を使用す
る方法その他の情報通信の技術を利用する
方法（以下「電磁的方法」という。）であ
って、当該履行保証保険契約の相手方が定
め、発注者が認めた措置を講ずることがで
きる。この場合において、受注者は、当該
保険証券を寄託したものとみなす。

３ 第１項の保証に係る契約保証金の額、保 ２ 前項の保証に係る契約保証金の額、保証
証金額又は保険金額（第６項において「保 金額又は保険金額（第５項において「保証
証の額」という。）は、請負代金額の10分 の額」という。）は、請負代金額の10分の
の１以上としなければならない。 １以上としなければならない。

注３ 注３
３ 第１項の保証に係る契約保証金の額 ２ 前項の保証に係る契約保証金の額、

、保証金額又は保険金額（第６項にお 保証金額又は保険金額（第５項におい
いて「保証の額」という。）は、請負 て「保証の額」という。）は、請負代
代金額の10分の３以上としなければな 金額の10分の３以上としなければなら
らない。 ない。

４ 略 ３ 略
５ 略 ４ 略
６ 略 ５ 略

注３ 注３
６ 略 ５ 略

略 略
（前金払及び中間前金払） （前金払及び中間前金払）

第35条 略 第35条 略
注７ 注７
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第35条 略 第35条 略

２ 受注者は、前項の規定による保証証書の
寄託に代えて、電磁的方法であって、当該
保証契約の相手方たる保証事業会社が定め
、発注者が認めた措置を講ずることができ
る。この場合において、受注者は、当該保
証証書を寄託したものとみなす。

３ 発注者は、第１項の規定による請求があ ２ 発注者は、前項の規定による請求があっ
ったときは、その日から起算して14日以内 たときは、その日から起算して14日以内に
に支払わなければならない。 支払わなければならない。

４ 受注者は、第１項の規定により前払金の ３ 受注者は、第１項の規定により前払金の
支払を受けた後、保証事業会社と中間前払 支払を受けた後、保証事業会社と中間前払
金に関し、契約書記載の工事完成の時期を 金に関し、契約書記載の工事完成の時期を
保証期限とする保証契約を締結し、その保 保証期限とする保証契約を締結し、その保
証証書を発注者に寄託して、請負代金額の 証証書を発注者に寄託して、請負代金額の
10分の２以内の中間前払金の支払を発注者 10分の２以内の中間前払金の支払を発注者
に請求することができる。前２項の規定は に請求することができる。前項の規定は、
、この場合について準用する。ただし、同 この場合について準用する。ただし、同一
一年度において、第38条第５項前段の規定 年度において、第38条第５項前段の規定に
により部分払の請求をした後においては、 より部分払の請求をした後においては、こ
これを請求することができない。 れを請求することができない。

５ 略 ４ 略
６ 受注者は、請負代金額が著しく増額され ５ 受注者は、請負代金額が著しく増額され

た場合においては、その増額後の請負代金 た場合においては、その増額後の請負代金
額の10分の４（第４項の規定により中間前 額の10分の４（第３項の規定により中間前
払金の支払を受けているときは、10分の６ 払金の支払を受けているときは、10分の６
）から受領済みの前払金額（中間前払金の ）から受領済みの前払金額（中間前払金の
支払を受けているときは、中間前払金を含 支払を受けているときは、中間前払金を含
む。次項及び次条において同じ。）を差し む。次項及び次条において同じ。）を差し
引いた額に相当する額の範囲内で前払金（ 引いた額に相当する額の範囲内で前払金（
中間前払金の支払を受けているときは、中 中間前払金の支払を受けているときは、中
間前払金を含む。以下この条から第37条ま 間前払金を含む。以下この条から第37条ま
でにおいて同じ。）の支払を請求すること でにおいて同じ。）の支払を請求すること
ができる。この場合においては、第３項の ができる。この場合においては、第２項の
規定を準用する。 規定を準用する。

７ 受注者は、請負代金額が著しく減額され ６ 受注者は、請負代金額が著しく減額され
た場合において、受領済みの前払金額が減 た場合において、受領済みの前払金額が減
額後の請負代金額の10分の５（第４項の規 額後の請負代金額の10分の５（第３項の規
定により中間前払金の支払を受けていると 定により中間前払金の支払を受けていると
きは、10分の６）を超えるときは、受注者 きは、10分の６）を超えるときは、受注者
は、請負代金額が減額された日から30日以 は、請負代金額が減額された日から30日以
内にその超過額を返還しなければならない 内にその超過額を返還しなければならない
。ただし、この項の期間内に第38条又は第 。ただし、この項の期間内に第38条又は第
39条の規定による支払をしようとするとき 39条の規定による支払をしようとするとき
は、発注者は、その支払額の中からその超 は、発注者は、その支払額の中からその超
過額を控除することができる。 過額を控除することができる。

８ 略 ７ 略
９ 第７項の期間内で前払金の超過額を返還 ８ 第６項の期間内で前払金の超過額を返還

する前に更に請負代金額を増額した場合に する前に更に請負代金額を増額した場合に
おいて、増額後の請負代金額が減額前の請 おいて、増額後の請負代金額が減額前の請
負代金額以上の額であるときは、受注者は 負代金額以上の額であるときは、受注者は
、その超過額を返還しないものとし、増額 、その超過額を返還しないものとし、増額
後の請負代金額が減額前の請負代金額未満 後の請負代金額が減額前の請負代金額未満
の額であるときは、受注者は、受領済みの の額であるときは、受注者は、受領済みの
前払金の額からその増額後の請負代金額の 前払金の額からその増額後の請負代金額の
10分の５（第４項の規定により中間前払金 10分の５（第３項の規定により中間前払金
の支払を受けているときは、10分の６）の の支払を受けているときは、10分の６）の
額を差し引いた額を返還しなければならな 額を差し引いた額を返還しなければならな
い。 い。

10 発注者は、受注者が第７項の期間内に超 ９ 発注者は、受注者が第６項の期間内に超
過額を返還しなかったときは、その未返還 過額を返還しなかったときは、その未返還
額につき、同項の期間を経過した日から返 額につき、同項の期間を経過した日から返
還をする日までの期間について、その日数 還をする日までの期間について、その日数
に応じ、年2 . 5パーセントの割合で計算し に応じ、年2 . 5パーセントの割合で計算し
た額の遅延利息の支払を請求することがで た額の遅延利息の支払を請求することがで
きる。 きる。

11 第１項、第４項及び第６項の規定により 10 第１項、第３項及び第５項の規定により
受注者が発注者に請求できる金額は、１万 受注者が発注者に請求できる金額は、１万
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円を単位とする。 円を単位とする。
（保証契約の変更） （保証契約の変更）

第36条 受注者は、前条第６項の規定により 第36条 受注者は、前条第５項の規定により
受領済みの前払金に追加して更に前払金の 受領済みの前払金に追加して更に前払金の
支払を請求する場合には、あらかじめ、保 支払を請求する場合には、あらかじめ、保
証契約を変更し、変更後の保証証書を発注 証契約を変更し、変更後の保証証書を発注
者に寄託しなければならない。 者に寄託しなければならない。

２ 略 ２ 略
３ 受注者は、前２項の規定による保証証書

の寄託に代えて、電磁的方法であって、当
該保証契約の相手方たる保証事業会社が定
め、発注者が認めた措置を講ずることがで
きる。この場合において、受注者は、当該
保証証書を寄託したものとみなす。

４ 略 ３ 略
略 略

（情報通信の技術を利用する方法）
第58条の２ この契約において書面により行

わなければならないこととされている催告
、請求、通知、報告、申出、承諾、解除及
び指示は、建設業法その他の法令に違反し
ない限りにおいて、電磁的方法を用いて行
うことができる。ただし、当該方法は書面
の交付に準ずるものでなければならない。

注８の２
（記名押印の特則）

第58条の３ 地方自治法（昭和22年法律
第67号）第2 3 4条第５項の規定に基づ
き、書面に代えて契約内容を記録した
電磁的記録を作成し、発注者及び受注
者の作成に係るものであることを確実
に示すことができる措置として、双方
において当該電磁的記録に記録された
情報に電子署名を行う措置を講じたと
きは、この契約書中「この契約の証と
して、この証書２通を作成し、発注者
及び受注者がそれぞれ記名押印の上、
各自１通を保有する。」とあるのは「
この契約の証として、発注者及び受注
者がそれぞれ電子署名を行った上、各
自その電磁的記録を保管する。」と読
み替えるものとする。
（特記事項）

第58条の４ 前条の規定により、契約内
容を記録した電磁的記録を作成し、こ
れに記録された情報に電子署名を行う
ことにより契約を締結した場合には、
当該電子署名を行った日にかかわらず
、この契約書に定める日から、その効
力を生ずるものとする。

略 略
注10 注10

略 略
（債務負担行為に係る契約の前金払及 （債務負担行為に係る契約の前金払及
び中間前金払の特則） び中間前金払の特則）

第61条 略 第61条 略
２～４ 略 ２～４ 略
５ 第１項の場合において、前会計年度 ５ 第１項の場合において、前会計年度

末における請負代金相当額が前会計年 末における請負代金相当額が前会計年
度までの出来高予定額に達しないとき 度までの出来高予定額に達しないとき
には、その額が当該出来高予定額に達 には、その額が当該出来高予定額に達
するまで前払金及び中間前払金の保証 するまで前払金及び中間前払金の保証
期限を延長するものとする。この場合 期限を延長するものとする。この場合
においては、第36条第４項の規定を準 においては、第36条第３項の規定を準
用する。 用する。

略 略

略 略
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附 則 

（施行期日） 

1 この訓令は、令和7年2月24日から施行する。 

（経過措置） 

2 この訓令の施行の際現に締結している工事に係る請負契約については、なお従前の例による。 

略 略
注３：低入札価格調査実施後の契約を行う場合に 注３：低入札価格調査実施後の契約を行う場合に

は、第４条第３項及び第６項並びに第51条 は、第４条第２項及び第５項並びに第51条
第２項を点線枠内の条文に置き換えて用い 第２項を点線枠内の条文に置き換えて用い
る。 る。

略 略
注８の２：書面に代えて契約内容を記録した電磁

的記録を作成し、これに記録された情
報に電子署名を行う方法を用いて契約
を行う場合には、第58条の２の次に点
線枠内の条文を追加して用いる。

略 略
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